
（一社）日本家政学会中国・四国支部  平成 30 年度機関幹事会議事要録 
 

日時：平成 30 年 9 月 29 日（土） 16:00～17:15 
場所：高知大学朝倉キャンパス共通教育棟 3 号館 311 

出席２７機関 
欠席１２機関 

議 事 
支部規約第 11 条第 2 項により，支部長が議長となり議事を進行した。 
 
（１）協議事項 
１）平成 29 年度事業報告（案） 
 資料 4 に基づき高田庶務幹事より説明があり，原案どおり承認した。 
２）平成 29 年度決算報告（案） 
     同 監査報告 
資料 5-1，5-2，5-3 に基づき松原会計幹事より説明があった。また，前田監事から資料 5-2，5-4 に

基づき監査報告があり，原案どおり承認した。 
３）平成 30 年度事業計画（案） 
 資料 6 に基づき高田庶務幹事より説明があり，原案どおり承認した。 
 なお，「研究発表会（ポスター発表）」について，支部長より以下の説明があった。 
 ・台風 24 号の接近により交通機関への影響が予想され，9 月 30 日の研究発表会後に移動困難とな

る可能性が高いことから，研究発表会（ポスター発表）の要領を変更する。 
 ・発表会場にポスターを掲示し，大会実行委員会が掲示の事実を確認することで，発表当日（9 月

30 日）の説明・討議時間に代表者が不在でも，正式に研究発表したと認定することを，大会実行

委員会と支部長で協議して決定し，家政学会副会長に確認の上，決定した。 
 ・ポスター発表をキャンセルし，全国大会や他の学会に発表することは可能とするが，その際に支

部研究発表会での発表をキャンセルしたことは，発表代表者が自ら公表することをお願いする。 
４）平成 30 年度予算（案） 
 資料 7-1，資料 7-2 に基づき松原会計幹事より説明があり，原案どおり承認した。 
５）平成 30 年度支部賞について 
資料 8-1，8-2 に基づき柴支部賞選考委員長より説明があり，伊藤優会員（就実短期大学）を支部賞

授賞者とすることを原案どおり承認した。 
６）支部賞授賞内規の見直しについて（継続審議） 
 資料 9 に基づき支部長より説明があり，原案を承認した。 
７）第 65 回大会総会次第および支部賞授与式次第について 
 資料 10，11 に基づき支部長より説明があり，原案を承認した。 
８）平成 31 年度全国大会の開催について 
支部長より，平成 31 年度全国大会について，以下の説明があり，承認した。 
・全国大会の開催県・会場校は，徳島県徳島市の四国大学とする。 



・実行委員会は，四国大学，鳴門教育大学，徳島文理大学を中心に形成し，準備をはじめた。 
・実行委員長は今川支部長，副実行委員長は岡崎貴世先生（四国大学），福井典代先生（鳴門教育大

学），岡山千賀子先生（徳島文理大学）の 3 名が担当する。 
・開催日は 5 月 24 日（金）25 日（土）26 日（日）の 3 日間。 

９）平成 36 年度以降の支部総会・研究発表会の開催県について 
資料 12-1，12-2，12-3，12-4 に基づき支部長より説明があり，平成 36 年度以降の支部総会・研究

発表会の開催県について，担当県の割当頻度の見直しを含め，継続して検討することを承認した。 
10）支部ホームページの外部発注及び本部ホームページへの連結について 
支部長より，支部ホームページを外部発注し，本部ホームページと連結することについて説明があ

り，承認した。 
11）その他 
なし 

 
（２）報告事項 
１）理事会報告 
支部長より，支部予算および会員数（平成 30 年 5 月 30 日時点）について報告された。中国・四国

支部の会員数は，正会員が 226 名，学生会員が 26 名であることが報告された。 
２）支部役員候補者選出の年齢制限に関する申し合わせについて 
支部長より，支部役員の年齢制限を変更しないことを常任幹事会で決定したことが報告された 

３）平成 30 年度（第 65 回）支部総会・研究発表会の準備状況について 
森田大会実行委員長より，公開講演会が無事に終了したこと，予定どおり懇親会，研究発表会，総

会，支部賞授与式を開催する準備を進めていることが報告された。 
４）平成 31 年度（第 66 回）支部総会・研究発表会の開催機関について 
広島修道大学機関幹事島田会員より以下のとおり報告された。 
・開催校：広島修道大学 
・担当機関：広島都市学園大学，広島文化学園短期大学，広島修道大学 
・開催日：平成 31 年 9 月下旬から 10 月中旬の土曜・日曜を予定 

５）その他 
なし 


